
【高学年１－１】ぼ く た ち の 休 日

－ 生活と結びつけて考える指導 －

よりよく生きるために〔１－１〕(1) 主題名

日々の生活の中で，常に自分を反省するとともに，思慮深く節度ある生活をし(2) ねらい

ようとする気持ちを育てる。

｢ぼくたちの休日｣(3) 資料名

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１ 休みの日の過 ○休みの日にはどんな過ごし方をして ○自分たちの生活の様子を思い

ごし方を思い出 いますか。 出すことにより，資料に関心導

す。 ・公園で遊ぶ。 をもたせる。

・習い事に行く。入

２ 資料を読み， ○友だちと出会ったときの圭太の気持 ○実物のスケートボードを前に

圭太の行為につ ちを考えてみましょう。 した役割演技をする中で，そ

いて話し合う。 ・楽しそうだな。 れぞれの気持ちを考えやすく

・友だちに注意しよう。 する。

○スケートボードをカード１０枚と交 ○圭太の行為の何が悪かったか

換した圭太の気持ちを考えましょう 考えることにより，節度のあ展 。

・どうせ捨ててあるのだから。 る生活とは，どんなことか気

・自分のものにしたい。 付かせる。

・軽い気持ちで交換した。

３ その日のこと ◎なかなか寝付けなかった圭太はどん ○ワークシートや道徳ノートな

を振り返る圭太 なことを考えているのでしょう。 どに，今の自分の気持ちを書開

の気持ちを考え ・順平がとめたのに，聞かなかった。 かせることにより，価値の自

る。 ・明朝，公園にもどしておこう。 覚を図るようにする。

４ 学んだことで ○今日の学習で，自分の生活に生かせ ○自分の生活にじっくり向かい，

今後の生活に生 ることはどんなことですか。 合わせながら考える。無理に

かせることはな ・これくらいならいいだろうという軽 発表を求めない。

いか話し合う。 い気持ちで行動してはいけない。

５ 教師の話を聞 ○ねらいに関した身近な作文等

く。 ・これからは，よく考えて行動してい を読むことにより，価値を印終

きたいな。 象深いものにする。
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活用に生かすための実践報告

◎ 「ぼくたちの休日」

１ 主題の設定

・日常生活の中で，児童が遭遇しそうな

事象 「公園にあった持ち主の分からな，

いスケートボードを使って遊んだり，そ

れをカードと交換して家に持ち帰ったり

という主人公の行動」を取り上げ，行為

の前に十分考えて配慮を尽くそうとする

心，また，そういった行為の後に，これ

でよかったのか見つめ直そうとする心の

。 ，働きをこの資料で考えさせたい そして

自己中心的な欲求を抑えながら，自分を

律した節度ある生活をしようとする心の

働きを児童から導き出したい。

・この資料は，長期休業前の学級活動の

時間との関連を考えて扱えば効果的であ

る。

２ 指導過程の工夫

・休みの日にどのような過ごし方をして

いるか，事前にアンケートを取っておく

と，児童の考えが出やすい。

・実際にスケートボードやカードを用意

し，児童の興味を引きつけ，資料に入る

とより身近な問題として考えやすい。ま

た，その道具を使って，展開の前段で役

割演技をさせると，臨場感のある場面設

， 。定ができ 多様な発言が引き出しやすい

・日頃から，児童の行動や児童の日記を

記録し，終末の事例として用いると価値

の実践化に結びつけやすい。

３ 発問の工夫

・ なかなか寝付けなかった圭太は何を「

考えたのだろう 」という発問で，これ。

でよかったのかと自分を見つめ直そうと

する気持ちをしっかり引き出し，自己中

心的な欲求を抑えながら，自分を律し，

節度ある生活とはどういうことかしっか

り考えさせたい。

４ 児童の反応（授業後の感想）

【日頃から，自分を律して生活しようとし

ている子】

・ぼくだって，同じ公園にいたら，もし

かしたら遊んでしまうかもしれないし，

持って帰る圭太に対して，何も言えない

かもしれないけれど，自分が悪いと思っ

たら，素直に反省することができるのが

大切だと思う。

【 ， 】時々 友だちの意見に流されてしまう子

・似たようなことがあり，つい引きずら

れてやってしまったけど，今日，いろい

ろ考え，人の意見を聞いて，よく考えて

行動することが自分には足りなかったの

， ， 。で これからは よく考えて行動したい

【よく考えずに行動することが多い子】

・先生に注意されるようなことを，ぼく

はよくするけれど，これぐらいならいい

だろうと思うことが多かった。圭太も同

じだと思う。夜，眠れなかった気持ちが

よく分かる。

５ 実践者からの一言

・この資料は，実際に起こった出来事を

， ，もとに作成したので 児童の反応がよく

しっかり考えることができた。

・似たような経験のある児童が，他の児

， ，童のいろいろな発言により 傷ついたり

発言しにくくなったりしないように，日

頃から学級の雰囲気をしっかりつくって

おくことが大切である。

（高美が丘小学校 吉岡智世）


